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ク イ ッ クス ター ト ガイ ド
このガイ ド について

このマニュアルは、 Quest MessageStats を理解し ていただ く ための補助と し て作成されま し た。 ク イ ッ クス ター ト ガ

イ ド には、 Quest MessageStats のイ ンス ト ールと使用開始するのに必要な情報が含まれています。 ネ ッ ト ワーク管理

者、 Exchange 管理者、 コ ンサルタ ン ト 、 アナ リ ス ト 、 そ し て製品を検査するその他全ての IT 専門家を対象と し てい

ます。

複雑なイ ンス ト ールシナ リ オに関し ては、 イ ンス ト ール CD で利用できる MessageStats 管理者ガイ ド を参照し て く

ださい。

表記規則

このガイ ド を最大限に活用できるよ う に次の表記規則を使用し ています。 この規則は、 手順説明、 アイ コ ン、 キー

ボー ド操作、 および相互参照を対象と し たものです。

要素 表記規則

選択し ます フ ァ イルやラジオ ボタ ンなど さ まざまなイ ン ターフ ェ イス要素の選

択や強調表示といった動作を表し ます。

太字テキス ト メ ニューやコマン ド など、 Quest 製品で表示される イ ン ターフ ェ イス

要素です。

斜体テキス ト コ メ ン ト に使用されます。

太字斜体テキス ト 強調に使用されます。

青色テキス ト ク ロス リ フ ァ レンスを表し ます。 Adobe® Reader® で表示する場合

に、 この形式はハイパーリ ン ク と し て使用されます。

説明し ているプロセスに関連のある追加情報をハイ ラ イ ト し ます。

最良事例情報の提供に使用されます。 最良事例では、 最適な結果を

得るために推奨される一連の操作の詳細を説明し ます。

操作上の注意が必要なプロセスをハイ ラ イ ト し ます。

+ 2 つのキー操作の間に正符号 (+) がある場合は、 2 つのキーを同時に

押す必要がある こ と を示し ます。

| 要素の間に縦の棒マークがある場合はその特定のシーケンスで要素

の選択を行う必要があ り ます。
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ク イ ッ クス ター ト ガイ ドの概要

ク イ ッ クス ター ト ガイ ドは、 Quest MessageStats マニュアル 1 式に含まれています。 MessageStats コ ンポーネン ト の

イ ンス ト ール、 タ スクの作成、 データ収集の実行と初期化に必要な情報を提供し ます。

Quest MessageStats を理解する

ク リ ッ クス ター ト ガイ ド では、 MessageStats のアーキテ クチャ と機能に関する概要を提供し ます。 このガイ ドは、

MessageStats がイ ンス ト ールされ、 プロダクシ ョ ン Exchange 組織で使用される場合に MessageStats 管理者が管理す

る機能を理解し ていただ く こ と を目的と し ています。

MessageStats のイ ンス ト ール

ク イ ッ クス ター ト ガイ ドはハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ アの最小必要条件、 および評価、 実験用実装、 または小さ

な環境に MessageStats を イ ンス ト ールするのに必要なアクセス権限を提供し ます。 この実装は一番簡単なイ ンス

ト ールで、 デフ ォル ト データ収集から生成されたレポー ト を確認する こ とができます。

環境で初期的なイ ンス ト ールを理解し ま し たら、 配布されたイ ンス ト ールモデルを確認し て、 プロダクシ ョ ン イ ンス

ト ールを複数のコ ンピ ュータに配置するかど うかを決定し ます。 MessageStats 実装の規模に関し ては、 Quest 

MessageStats 管理者ガイ ド を参照し て く だ さい。

MessageStats の使用

完全イ ンス ト ールで、 MessageStats コ ン ソール、 MessageStats データベース、 および MessageStats レポー ト コ ン

ポーネン ト は 1 つのローカルサーバーにイ ンス ト ールされます。 ク リ ッ クス ター ト ガイ ド では、 MessageStats デー

タベースにデータ を置き、 MessageStats レポー ト にコ ンテンツを提供するデフ ォル ト タ スク を作成するための基本的

な手順を提供し ます。

基本的な タ スクの作成を理解し たら、 Quest MessageStats 管理者ガイ ド を参照し て収集と レポー ト のニーズに最適な

MessageStats 機能を構成するための概念情報と手順を理解し て く だ さい。

その他の情報

MessageStats マニュアル 1 式には次のマニュアルが含まれています。

• 最小イ ンス ト ール必要条件と既に確認されている問題を説明し ている リ リース ノ ー ト 。

• 複雑なカス タムイ ンス ト ールと配置の説明、 MessageStats 構成手順、 および概念および手順情報を説明し

ている MessageStats 管理者ガイ ド 。

• MessageStats レポー ト イ ン ターフ ェ イス と利用可能なレポー ト を詳し く 説明し ている MessageStats レポー

ト  ユーザーガイ ド。

• MessageStats コ ン ソールを使用する状況に応じ たヘルプのオン ラ イ ンヘルプ。

• MessageStats レポー ト イ ン ターフ ェ イスを使用するヘルプのレポー ト オン ラ イ ンヘルプ。

• 各 MessageStats レポー ト  ページからアクセスできる レポー ト ページの状況に応じ たヘルプ。
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Quest Software について

Quest Software, Inc. はご使用のアプ リ ケーシ ョ ン、 データベース、 および Windows イ ン フ ラから性能や生産性をよ り

高める こ とができる革新的な製品を提供し ます。 IT オペレーシ ョ ンの深い知識と よ り良 く 効果を発揮させるための

たゆまない努力によ って、 Quest は世界各国の 18,000 以上の IT エン タープラ イズのお客様の高度な要求にお答え し

ています。 Quest の Windows Management ソ リ ューシ ョ ンは Active Directory、 Exchange、 および Windows を簡単に自

動的に保護する と同時に Unix および Linux を管理される環境に組み込みます。 Quest Software の地域事業所に関し て

は、 www.quest.com を参照し て く だ さい。

Quest Software お問い合わせ先

電話 949.754.8000 ( 米国およびカナダ )

電子メ ール info@quest.com

住所 クエス ト ・ ソ フ ト ウ ェ ア株式会社
〒 168-0806
東京都新宿区西新宿 2-4-1
新宿 NS ビル 6 階

Web サイ ト www.quest.com

地域またはイ ン ターナシ ョ ナルオフ ィ スに関し ては弊社の Web サイ ト をご参照 く だ さい。

Quest サポー ト への連絡

Quest サポー ト は、 Quest 製品の ト ラ イアル版を使用されている方や製品版を購入し メ ンテナンス契約を されている

方が利用する こ とができます。 Quest サポー ト は、 当社 Web の SupportLink でいつでもご利用いただけます。

http://support.quest.com の SupportLink にアクセス し て く だ さい。

SupportLink では、 次を提供し ています。

• 多数のソ リ ューシ ョ ンを素早 く 検索 ( サポー ト 技術情報の記事 / 文書 )。

• パッ チやア ッ プデー ト のダウンロー ド。

• サポー ト 技術者からの援護。

• ログと ア ッ プデー ト 、 およびステータ スの確認。

サポー ト プログラム、 オン ラ イ ンサービス、 連絡情報、 ポリ シー、 および手続きに関する詳細は、 グルーバルサ

ポー ト ガイ ド を参照し て く だ さい。 このガイ ドは、 http://support.quest.com/pdfs/Global Support Guide.pdf から入手で

きます。
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Quest MessageStats を理解する

Quest MessageStats は、 大規模な Microsoft Exchange エン タープ ラ イズの利用状況統計の収集や分析を容易にする、

データ収集およびレポー ト 作成のアプ リ ケーシ ョ ンです。 MessageStats は、 Exchange サーバー、 管理グループやサ

イ ト 、 ルーテ ィ ング グループ、 ユーザー定義可能な部分のリ ス ト から Microsoft Exchange 追跡ログと Exchange オブ

ジ ェ ク ト 利用状況を収集し、 処理し ます。 Web 基盤のレポー ト にコ ンテンツを提供するデータベースにその情報を保

存し ます。

MessageStats レポー ト は、 リ ソース利用状況、 収納能力、 ス ト レージ利用状況、 監査メ ールボ ッ クスまたは ド メ イ

ン、 配信時間、 配布リ ス ト 、 パブ リ ッ ク フ ォルダ、 および移行の準備に対する重要な メ ト リ ッ クスに関する要約と

詳細情報を提供し ます。

次の図は、 MessageStats ワーク フ ローを説明し ています。

MessageStats は大規模な Exchange エン タープラ イズ用に設計されており、 ネイテ ィ ブの Exchange 5.5、 Exchange 2000、

Exchange 2003、 Exchange 2007 および混合モード環境を含む Exchange Server バージ ョ ンをシームレスに操作し ます。

MessageStats は大きなボリ ュームのデータ を速 く 確実にコ ピーできるよ う にイ ンテ リ ジ ェ ン ト マルチスレ ッ ド方式を

提供し ます。 最新で有効なレポー ト を提供し ます。 Exchange サーバーにエージ ェ ン ト を必要と し ない方式で 

MessageStats を構成する こ とができます。 MessageStats は、 プロダクシ ョ ン Exchange 組織へのネ ッ ト ワーク ト ラ

フ ィ ッ クの影響を知的に最小限にし ます。
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MessageStats は次の 2 つのタ イプの情報を収集し ます。

追跡ログと Exchange オブジ ェ ク ト から処理された情報は、 ユーザー定義された期間の電子メールのフローとボリ ュー

ムに関する情報を提供し ます。 レポー ト コ ンシューマは、 Web イン ターフ ェ イスから MessageStats レポー ト を使用し

てレポー ト を表示または作成する こ とができます。

MessageStats のアーキテ クチャ

Quest MessageStats は次の 3 つのコ ンポーネン ト から構成されます。

種類 説明

追跡ログ Exchange サーバー上またはサーバー間で発生する イベン ト に関連する メ ッ セージを追跡し て Microsoft 

Exchange によ って収集されたログフ ァ イル。

Exchange オブジ ェ ク

ト 情報

Exchange サーバーによ って提供される Exchange オブジ ェ ク ト 。

これらのオブジ ェ ク ト には次のものが含まれています。

• メ ールボ ッ クス とユーザー情報

• 電子メ ール対応オブジ ェ ク ト

• 配布リ ス ト  (Exchange 5.5 Server 用 )、 または電子メ ール機能を備えたグループ (Exchange 2000、

Echange 2003 または Exchange 2007 Server 用 Active Directory)

• Simple Mail Transfer Protocol (SMTP) ド メ イ ンおよび SMTP のア ド レステンプレー ト

• 内部名前空間

• パブ リ ッ ク フ ォルダ

• カス タム受信者

コ ンポーネン ト 説明

MessageStats コ ン

ソール

統合サービスを持つ Microsoft Management Console (MMC) スナ ッ プインでは次のこ とが可能にな り ます。

• Exchange 組織への接続。

• サーバー、 サイ ト 、 管理グループ、 または地域の追跡ログと メ ールボ ッ クス情報を収集する タ ス

ク をスケジュール基盤で定義し ます。

• 領域と呼ばれるサーバーのビジネス固有の収集を作成し ます。 領域は地理やビジネス単位に基づ

いてグループサーバーを収集し た り、 またはサーバー移行の総合モデルを作成するために使用す

る こ とができます。

MessageStats データ

ベース

収集されたデータ を保存する SQL Server レポジ ト リ。 レポー ト ク エ リ で使用できます。

MessageStats レポー ト MessageStats データベースにある収集されたデータ を使用し てレポー ト を表示し た り分析できる Web

ベースのイ ン ターフ ェ イス。
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MessageStats コ ン ソール

MessageStats コ ン ソールは Microsoft Management Console (MMC) のスナ ッ プイ ンです。 追跡ログと メ ールボ ッ クス統

計の自動収集をスケジュールする収集タ スク を作成する こ とができます。 MessageStats は、 Microsoft Exchange 追跡

ログと Exchange オブジ ェ ク ト 利用状況情報を Active Directory と Exchange サーバー、 管理グループやサイ ト 、 ルー

テ ィ ンググループ、 ユーザー定義領域のリ ス ト から収集し て処理し ます。

MessageStats コ ン ソール は次の 3 つのコ ンポーネン ト から構成されています。

• MessageStats コ ン ソール MMC スナ ッ プイ ン

• MessageStats スケジューラサービス

• MessageStats タ スク プロセ ッサ

MessageStats レポー ト

MessageStats レポー ト では、 動的な事前構成されたレポー ト のコ レ クシ ョ ンから利用状況統計を表示する こ とがで

きます。 これらのレポー ト は、 1 つの Exchange 組織または複数の Exchange 組織間内でデータ を表示するよ う にレ

ポー ト を カス タ マイズする こ とができます。 ページのク イ ッ ク フ ィ ルタ を使用し て対話形式で関連するレポー ト パラ

メ ータ を変更する こ と もできます。

また、 MessageStats は、 特定のレポー ト が使用できる受信者リ ス ト を毎日、 毎週、 毎月、 四半期、 および毎年で自

動的に通知する こ とができます。 電子メ ール購読機能は同じ期間での利用状況の傾向を表示する機能を提供し ます。

MessageStats は、 カス タムレポー ト 機能を提供し ます。 この機能を使用し て、 カス タムクエ リ を作成し、 次に使用

するために保存する こ とができます。

MessageStats レポー ト の現在のリ ス ト の一覧は、 Quest MessageStats リポー ト  ユーザーガイ ド を参照し て く だ さい。

レポー ト によ っては、 デフ ォル ト グループ順などのバリ エーシ ョ ンがあり ます。 各バリ エーシ ョ ン内で、 これら レ

ポー ト のフ ィ ルタ、 グループ、 ソー ト 条件を変更する こ とができます。

Microsoft Exchange のサポー ト

MessageStats は、 環境内の利用状況統計を特定の Exchange の実行に関係な く 収集できるよ う に Microsoft Exchange の

インテ リ ジ ェ ン ト エン タープラ イズ対応サポー ト を提供し ます。 特に MessageStats は、 大規模の Microsoft Exchange

エン タープラ イズ実装用に次のサポー ト を提供し ます。

サポー ト 説明

サイ ト 、 管理グループ、 およ

びサーバーの自動検出

MessageStats は Exchange 組織を分析し てサイ ト 、 管理グループ、 およびサーバーのバージ ョ

ンを自動検出し ます。

サーバー、 またはサイ ト /

ルーテ ィ ング グループの選択

Exchange 組織のサーバー、 サイ ト 、 または管理グループを検索および選択する こ とができます。

カスタ マイズされた領域を選択する こ と もできます。

複数組織をサポー ト MessageStats は別の Exchange 組織に表示およびレポー ト する こ とができます。 テス ト 施設、

先行導入、 および複数の Exchange 組織の利用状況統計にプロダクシ ョ ン環境と同時にレポー

ト する こ とができます。

注意 :  複数の Exchange 組織が複数ド メ イ ンにオーバーレ イするシナ リ オでは、 Quest 

MessageStats が常駐する ド メ イ ン と Quest MessageStats が関連されている各 Exchange 組織の

ド メ イ ン間の双方向の信頼が必要です。 これらの信頼は、 Quest MessageStats 収集処理で使

用される資格情報によ って異な り ます。
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ク イ ッ クス ター ト ガイ ド
ビジネス上の問題

IT 支出を劇的に削減ために、 システム管理者と IT マネージャはハー ド ウ ェ ア、 ソ フ ト ウ ェ ア、 およびサービスへの

投資は余儀な く されます。 効率的で有効な技術の要求は、 メ ッ セージなど広 く 使用されるシステムでは特に増加し

ています。 電子メ ールはビジネスの主要な通信ツールと し て社内便、 フ ァ ッ クス、 および電話を遥かに越えていま

す。 但し、 その従来のものと違って、 運用の原価を測定し割り当てるのは困難です。

Microsoft Exchange の優れた機能と プ ラ イベー ト とパブ リ ッ クデータの集中ス ト レージは、 IT 管理者に別の課題を も

たら し ます。 投資の細部に渡る適正化や、 パフ ォーマンス と可用性の維持を実現し、 IT 投資をビジネスの目的に対

応させるための優先度を満たすために、 IT プロ フ ェ ッ シ ョ ナルは新しい管理ツールを求めています。

ソ リ ューシ ョ ン

Quest MessageStats は、 システム管理者と経営者に必要な基本的なエン タープ ラ イズ全体の情報を提供し て、 ユー

ザーの生産性の向上と効果的な メ ッ セージングシステムを実現する こ とができます。 MessageStats によ って、 シス

テム管理者は Microsoft Exchange 追跡ログ、 パブ リ ッ ク フ ォルダ、 エン タープラ イズ全体のデ ィ レ ク ト リから毎日夜

間に情報収集を簡単に行う こ とができます。 情報の収集と処理はサーバー側のエージ ェ ン ト を必要と し ないで、

Microsoft SQL 技術と配布された業務ベースのアーキテ クチャ を使用し て最も需要が多い環境に合わせるためにス

ケーリ ングし ます。 経営者と IT 管理者は便利な Web イ ン ターフ ェ イスで適時の関連レポー ト にアクセスできるレ

デ ィ アクセス権を持っています。

情報と詳細な分析へのアクセスは、 十分に情報を得てビジネス決定する上で重要なこ と です。 MessageStats レポー

ト は、 完全なカス タ マイズと双方向性を提供し ます。 レポー ト では、 主な傾向と例外のグラ フ、 さ まざまなフ ァ イ

ル形式でのエクスポー ト オプシ ョ ン、 およびレポー ト リ ン クの電子メ ールによる配布のスケジュールのサポー ト を

提供し ます。

Exchange 環境をシームレスに

サポー ト

MessageStats は、 追跡ログフ ァ イルの場所、 データベースス ト レージの場所、 およびサイ ト / 管

理グループ ト ポロジに関連する詳細をシームレスに操作し ます。 これによって、 Exchange 5.5、

Exchange 2000、 Exchange 2003、 または Exchange 2007 を含むネイテ ィ ブまたは混合モード環境

全体にレポー ト する こ とができます。

保存される追跡ログの場所の

カス タ マイズ

MessageStats では、 UNC パスを使用し てフ ァ イルサーバーの共有場所を指定し ます。 ログを作

成したオ リ ジナルのプロダクシ ョ ン Exchange サーバーに存在し ていない保存済み追跡ログから

情報を収集する こ とができます。 Quest MessageStats は、 追跡ログデ ィ レ ク ト リが Exchange

サーバーのデフ ォル ト の場所から移動されている場合のシナリ オもサポー ト し ます。

サーバーセキュ リ テ ィ コ ンテ

キス ト の指定 

MessageStats では、 各ターゲ ッ ト サーバーからデータ を収集するのに使用するセキュ リ テ ィ

資格情報を指定する こ とができます。 結果と し て、 Quest MessageStats では、 Exchange サー

バー全体の権限を持つ 1 つのアカウン ト を持つ必要はあ り ません。

非表示メ ールボ ッ クス と配布

リ ス ト に関するレポー ト

MessageStats は、 状況に応じ て非表示メ ールボ ッ クスについてのレポー ト と関連するすべて

の配布リ ス ト の機能を提供し ます。

イ ン フ ォ メ ーシ ョ ンス ト アパ

スの指定

MessageStats では、 別のデ ィ スク ド ラ イ ブ、 SAN、 および NAS デバイスなどイ ン フ ォ メ ー

シ ョ ンス ト アの別の場所を指定する こ とができます。

定期的収集の設定 MessageStats では、 管理者がメ ールボ ッ クス、 配布リ ス ト 、 およびパブ リ ッ ク フ ォルダデー

タが収集される時間を調整し て、 ネ ッ ト ワークへの影響を最小限にする こ とができます。

複数の MessageStats 収集機能 MessageStats コ ン ソールをい く つかの場所でイ ンス ト ールし て垂直および水平スケー リ ング

を行う こ とができます。

サポー ト 説明
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Quest MessageStats
MessageStats は産業標準規格の Microsoft イ ン フ ラ ソ リ ューシ ョ ンを使用し て配布するのを容易にし ます。 Exchange

サーバーに配布される収集エージ ェ ン ト 、 またはデスク ト ッ プに配布されるレポー ト アプ リ ケーシ ョ ンは必要あり ま

せん。 IT 管理者は、 既にあるシステムやリ ソースを使用し てよ り多 く のこ と を行う こ とができます。

MessageStats は最小の労力で最大の情報を提供し ます。

概念的な全体の流れ

MessageStats を理解し て頂 く ために、 概念的な説明を次に示し ます。

一般的には、 対話型ジ ョ ブ機能を使用し てイ ンス ト ールする日の情報の最初のイ ンポー ト を手動で実行するのに

MessageStats を使用し ます。 最初のイ ンポー ト が終了し たら、 Quest MessageStats が今後毎日データ を収集するよ う

に自動化し ます。 次からの各イ ンポー ト で MessageStats サービスによ って収集されたデータは、 データベースの既

存のデータに追加されます。

Quest MessageStats の中心概念

MessageStats では、 Microsoft Exchange サーバーから追跡ログと メ ールボ ッ クス統計を イ ンポー ト 、 処理、 および保

存する こ とができます。 Quest MessageStats は、 追跡ログのイ ンポー ト 、 データのイ ンポー ト 、 およびデータの処理

を Exchange サーバーのパフ ォーマンスへの影響を最小限にし て効果的に素早 く 行う こ とができます。

MessageStats では、 Exchange 組織内の複数サーバーと組織のデータ を蓄積する こ とができます。 アプ リ ケーシ ョ ン

によ って、 これらサーバーのデータ をレポー ト し て比較する こ とができます。

MessageStats コ ン ソールでは次を行う こ とができます。

• Exchange 組織に接続し てエ ミ ュ レー ト する

• 収集に含むサイ ト 、 ルーテ ィ ンググループ、 領域、 およびサーバーを定義する

• 定期的にデータ収集する タ スク を作成する

• 監査を定義する

• サイ ト 、 サーバー、 スケジュール、 財務、 および収集の周期設定を管理する

MessageStats ユーザー

MessageStats ユーザーには次の 2 つの主要グループがあり ます。

• システム管理者はサーバーの構成、 領域の作成、 スケジュール自動化 / 定期的なイ ンポー ト 、 および手動

での追跡ログデータのイ ンポー ト をする こ とができます。

• レポー ト コ ンシューマやシステム管理者は、 収集されたデータ を使用し て Exchange 利用状況を分析するた

めに MessageStats レポー ト を使用し てレポー ト を作成し表示し ます。
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ク イ ッ クス ター ト ガイ ド
Quest MessageStats のイ ンス ト ール

MessageStats はエン タープラ イズ規模の製品なので、 配置する前に適切なサイズにして計画する必要があり ます。 最

初にその影響を理解しそれに応じ て計画し てから既存のプロダクシ ョ ン MessageStats 実装をア ッ プデー ト し て く ださ

い。 その他質問がある場合は、 Quest 営業担当者、 または Quest Software 専門サービスにご連絡して く ださい。

サポー ト される環境

次の表では、 MessageStats がサポー ト する環境を説明し ています。

最良事例

MessageStats を イ ンス ト ールし て使用する場合は、 次の最良事例の情報も考慮し て く だ さい。

• MessageStats コ ン ソール、MessageStats データベース、MessageStats レポー ト コ ンポーネン ト は 1 つのコ ン

ピ ュータに常駐するか、 または複数のコ ンピ ュータに配置する こ とができます。 Quest MessageStats コ ン
ポーネン ト を別のコ ンポーネン ト にイ ンス ト ールする場合に関し ては、 MessageStats 管理者ガイ ド を参照
し て く ださい。

• Quest Software は、 システム管理者が操作手順や定期的なバッ クア ッ プの実行など Exchange、 SQL、 およ

び IIS 管理の Microsoft 最良事例に従う こ と をお勧めし ます。

コ ンポーネン ト サポー ト される環境

MessageStats コ ン ソール • Windows 2003 SP 1 または Windows 2003 R2

• Windows 2000 (Server、 または Advanced Server) SP 4

• Windows XP (Professional) SP 2 ( 評価専用 )

注意 :  Windows XP SP 2 を使用し て評価する場合は、 MessageStats レポー ト が購

読リ ン クへのアクセスを提供するよ う にポー ト 80 を開 く 必要があ り ます。

MessageStats データベースサーバー

(MessageStats データベースをホス ト し て

いるサーバー )

• SQL Server 2000 SP 4

• SQL Server 2005

• MSDE SP 3 ( テス ト 、 または評価シナ リ オ専用 )

MessageStats レポー ト サーバー

(MessageStats レポー ト をホス ト し ている

サーバー )

• IIS ( イ ン ターネ ッ ト イ ン フ ォ メ ーシ ョ ンサーバー ) 5.0

• IIS 6.0

ブ ラウザ • Internet Explorer 6.0

Microsoft Exchange バージ ョ ン • Exchange 5.5 SP 4

• Exchange 2000 SP 3

• Exchange 2003 SP 2

• Exchange 2007
13



Quest MessageStats
イ ンス ト ールのタ イプ

MessageStats は次のい く つかのイ ンス ト ールシナ リ オを提供し ます。

• 完全イ ンス ト ールは、 MessageStats コ ン ソール、 MessageStats データベース、 および MessageStats レポー

ト を 1 つのコ ンピ ュータにイ ンス ト ールし ます。

• カス タムイ ンス ト ールは、 MessageStats コ ン ソール、 MessageStats データベース、 および MessageStats レ

ポー ト を別のコ ンピ ュータにイ ンス ト ールし ます。

• 分散イ ンス ト ールは、 カス タムイ ンス ト ールにい く つかのイ ンス タ ンスを使用し て MessageStats コ ン ソー

ル、 MessageStats データベース、 MessageStats レポー ト を地理的に分散し ているエン タープ ラ イズ全体に
配布し ます。

最小システム必要条件

次の表の必要条件を完全イ ンス ト ールを実行するサーバーが満た し ている必要があり ます。

ハー ド ウ ェ ア要件

パフ ォーマンス と拡張性を強化するには、 Quest Software 専門サービスに連絡し てエン タープ ラ イズの正しいイ ンス

ト ールシナ リ オを決定するよ う にお勧めし ます。

カス タムまたは分散イ ンス ト ールの手順に関し ては、 「Quest MessageStats 管理者ガイ ド」 を参照し て く だ さい。

MessageStats イ ンス ト ーラはリ モー ト でコ ンポーネン ト を リ モー ト サーバーにイ ンス ト ールし ません。 代わり にター

ミ ナルサービスを使用し てこれらのリ モー ト コ ンピ ュータにログし、 適切な コ ンピ ュータのター ミ ナルサービスから

MessageStats イ ンス ト ーラ を実行し ます。

注意 :  ター ミ ナルサービスを使用し ての MSDE イ ンス ト ールには既に確認されている問題があ り ます。

種類 最小

プロセ ッサ • 最小速度 2.4 GHz で実行する Pentium 4

RAM • 2 GB

デ ィ スク • 250 MB の空きデ ィ スク容量。 この領域はネ ッ ト ワーク ド ラ イブでな く ローカルデ ィ スクにある必要が

あ り ます。 空き領域の必要条件はデータベースのサイズによ って異な り ます。 既存のデータベースを

ア ッ プグレー ド する場合は、 新規データベースのイ ンス ト ールよ りかな り大きな空き容量が必要と な

り ます。 領域の必要条件は、 データデースに書き込む情報の量と記録を保留する期間の長さによ って

も異な り ます。

注意 :  実装に必要な領域に関し ては、 Quest Software 技術サポー ト に連絡し て、 データベースサイズ見積り

ツールを入手し て く だ さい。 MessageStats データベースを調整し てパフ ォーマンスを最大にする場合は、

お近 く の Quest 営業担当者を通し て Quest Software プロ フ ェ ッ シ ョ ナル サービスに連絡し て く だ さい。

その他 • 一時的 Quest MessageStats 追跡ログキャ ッ シュ、 アプ リ ケーシ ョ ンログ、 タ スク ド キュ メ ン ト の十分な

領域。 このキャ ッ シュのサイズは、 サーバー数、 各サーバーの追跡ログ数、 および各ログのサイズに

よ って異な り ます。 この領域はネ ッ ト ワークではな く ローカルド ラ イ ブにある必要があ り ます。

• 1024x768 ピ クセル解像度をサポー ト するモニ タ。

• すべてのQuest MessageStats機能を使用するためにポイ ンテ ィ ングデバイスがイ ンス ト ールされている

必要があ り ます。
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ク イ ッ クス ター ト ガイ ド
ソ フ ト ウ ェ ア要件

アクセス権限と アクセス許可

MessageStats、 情報の収集、 およびレポー ト の作成を イ ンス ト ールするには、 アカウン ト は特定のアクセス許可を

持っている必要があ り ます。 次の必要条件を満た し ているかを確認し ます。

イ ンス ト ール権限

MessageStats を イ ンス ト ールするのに使用されるアカウン ト はローカル管理者グループのメ ンバである必要があり

ます。

種類 最小

オペレーテ ィ ン

グシステム

Microsoft Windows 2000 (Server または Advanced Server) SP 4, Windows Server 2003 SP 1, または Windows 

Server 2003 R2

注意 :  MessageStats は、 評価シナ リ オで Microsoft Windows XP Professional SP 2 にのみのイ ンス ト ールをサ

ポー ト し ます。 Windows XP SP 2 を使用する場合は、 Quest MessageStats が購読リ ン クへのア クセスを提供

できるよ う にポー ト 80 を開 く 必要があ り ます。

注意 :  中国語、 日本語、 または韓国語文字を含むレポー ト を作成する場合は、 MessageStats データベース

コ ンポーネン ト と MessageStats レポー ト コ ンポーネン ト をホス ト し ている コ ンピ ュータに東アジア言語

パッ ク を イ ンス ト ールする必要があ り ます。 これらのレポー ト を表示するのに使用される コ ンピ ュータにも

言語パッ ク を イ ンス ト ールする必要があ り ます。

MAPI Exchange Systems Manager (ESM) 2000 SP 3 または ESM 2003 SP 2

注意 :  Exchange がイ ンス ト ールされていないマシン上では、 Microsoft Outlook がイ ンス ト ールされている必

要があ り ます。 Exchange がイ ンス ト ールされているマシン上では、 ESM 2000 または 2003 を イ ンス ト ールす

る こ と をお勧めし ます。 Microsoft は同じ コ ンピ ュータへの ESM と Outlook のイ ンス ト ールをサポー ト し て

いません。 Outlook がイ ンス ト ールされている場合は、 ESM を イ ンス ト ールする前に Outlook を削除する こ

と をお勧めし ます。 MessageStats 5.x をすでに使用し ている場合は、 Outlook を削除し て ESM を イ ンス ト ー

ルする前に MessageStats スケジューラ サービスを停止する必要があ り ます。 詳し く は、 Quest テ クニカル

サポー ト に連絡し て く だ さい。

MessageStats

データベース

サーバー

SQL Server 2000、 SP4、 または SQL Server 2005

注意 :  Quest MessageStats はテス ト と評価シナ リ オで MSDE 2000 をサポー ト し ます。

MessageStats レ

ポー ト サーバー

IIS 5.0 または IIS 6.0

注意 :  Windows 2000 Professional、 または Windows XP Professional を使用する場合は、 プログラムの追加と

削除を使用し て手動で IIS 5.0 を追加する必要があ り ます。

ブ ラウザ Internet Explorer 6.0

その他 MDAC (Microsoft Data Access Components) 2.7 SP 1 Refresh

LDAP (Lightweight Directory Access Protocol)

追跡ログが有効になっている Exchange 5.5、 2000、 または 2003 を実行し ている 1 つ以上のサーバー

Microsoft ASP .NET Framework 1.1 または 2.0。 一般的な ASP.NET 構成問題の解決策に関する詳細は、 29 ペー

ジの 「付録 A: Microsoft.NET 構成の問題点」 を参照し て く だ さい。
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操作の権限

Microsoft Exchange サーバーからデータ を収集するために MessageStats で使用されるアカウン ト は、 MessageStats

データベースが配置されているサーバーの MessageStats Admin ローカルグループのメ ンバである必要があり ます。

イ ンス ト ール中、 MessageStats は自動的に次を実行し ます。

• サービスアカウン ト をローカル管理者のグループに追加し ます。

• 次の Microsoft Exchange 権限が与えられます

• オペレーテ ィ ングシステム一部と し て動作する

• バッ チジ ョ ブ と し てログオン

• プロセスレベル ト ーク ンを置き換える

Microsoft Exchange の権限

タ スク収集で使用されるサービスアカウン ト の固有のアクセス権限と許可が必要です。 MessageStats アカウン ト は、

Exchange 環境での次のアクセス権限と許可を持っている必要があ り ます。

Exchange 5.5 と混合モー ドサーバー用 :

• 組織オブジ ェ ク ト の管理者権限

• Exchange サーバーの管理共有の読み取り権限

• サイ ト オブジ ェ ク ト の権限のみを表示

• 構成オブジ ェ ク ト の管理者権限

• 関連する受信者コ ンテナのアクセス許可管理 ( セキュ リ テ ィ が最大の懸念事項である場合 )

- または -

構成オブジ ェ ク ト のアクセス許可管理 ( セキュ リ テ ィ が最大の懸念事項である場合 )

• Exchange サーバーの追跡ログ共有のログフ ァ イルへの書き込み権限

• Exchange データベースの priv.edb および pub.edb を含んでいる フ ァ イルシステムデ ィ レ ク ト リ ( ローカル、

NAS、 または SAN) への読み込み権限

Exchange 2000 および 2003 サーバー用 :

• 組織レベルで委任される管理者権限のみの表示

• Exchange サーバーの管理共有の読み取り権限

• Exchange サーバーの追跡ログ共有のログフ ァ イルへの書き込み権限

• Exchange メ ールボ ッ クス とすべてのス ト レージグループのパブ リ ッ クス ト アを含んでいる フ ァ イルシステ

ムデ ィ レ ク ト リ ( ローカル、 NAS、 または SAN) への読み込み権限
16
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Exchange 2007 サーバー用 :

• Exchange 表示専用管理者、 Exchange 受信者管理者または Exchange 組織管理者グループのメ ンバーシ ッ プ 

Exchange 2007 組織のク ロスフ ォ レス ト 管理を設定する方法については、 次の記事を参照し て く だ さい : 
http://technet.microsoft.com/en-us/bb232078.aspx

• Exchange サーバーの管理共有の読み取り権限 

• Exchange サーバーの追跡ログ共有のログフ ァ イルへの書き込み権限

Exchange 2007 サーバーで メ ッ セージ追跡を有効にする方法については、 次の記事を参照し て く だ さい。 
http://technet.microsoft.com/en-us/library/aa997984.aspx. SERVER.LOG とい う名の共有を作成する必要があ
り ます (SERVER をご使用の Exchange サーバーの名前で置き換えます ) 。 これは追跡ログフ ァ イルが保存
されるデ ィ レ ク ト リ を指し ます。

• Exchange プ ラ イベー ト およびパブ リ ッ ク情報ス ト アをすべてのス ト レージグループに含んでいる フ ァ イル

システム デ ィ レ ク ト リ ( ローカル、 NAS、 または SAN) への読み込み権限

信頼

次の信頼関係が存在する必要があ り ます。

• 追跡ログが存在する ド メ イ ンはコ ン ソールが常駐する ド メ イ ンによ って信頼されている必要があり ます。

• SQL サーバーが属する ド メ インはコンソールが常駐する ド メ インによって信頼されている必要があり ます。

• Quest MessageStats レポー ト Web サイ ト が常駐する ド メ イ ンはコ ン ソールが常駐する ド メ イ ンによ って信

頼されている必要があ り ます。

• SQL サーバーが属する ド メ インはコンソールが常駐する ド メ インによって信頼されている必要があり ます。

ロールと アクセス許可

MessageStats イ ンス ト ーラは自動的にロールと アクセス許可を作成し ます。 次のアクセス許可は情報目的のみに含

まれます。

MessageStats レポー ト Web サーバーを内蔵する MessageStats レポー ト サーバー用 :

• MessageStats レポー ト 仮想デ ィ レ ク ト リ で、 統合 Windows 認証が選択されている こ と を確認し ます。

• それぞれが固有のアクセス許可を持っている次の 3 つのローカルセキュ リ テ ィ は、 MessageStats レポー ト

がイ ンス ト ールされた時に作成されます。

• Web Report Administrators

• Web Report Authors

• Web Report Users

サイ ト をアクセスするユーザーがサイ ト を表示するには、 少な く と も Web Report Users ローカルグループ
である必要があ り ます。 セキュ リ テ ィ 階層の維持を考慮し て ユーザーを Web Report Administrators と
Web Report Authors のローカルグループにする こ と もできます。

• MessageStats データベースをホス ト し ている コ ンピュータ で、 サイ ト をアクセスするユーザーは、 Quest 

MessageStats 管理ローカルグループ ( 読み取りおよび書き込みアクセス用 )、 または Quest MessageStatsWeb
ローカルグループ ( 読み取り専用 ) のメ ンバである必要があり ます。
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その他の権限

特定の MessageStats 機能を使用するには、 次のアクセス権限が必要と な り ます。

アクシ ョ ン 説明 必要なア クセス権限と アクセス許可

MessageStats タ スク プ

ロパテ ィ でユーザーコ

ンテキス ト の指定

この権限は MessageStats イ

ンス ト ーラによ ってサービス

アカウン ト に割り当てられま

す。 Windows ではこの権限は

すぐに有効な り ません。 特権

を収集する時にサービスアカ

ウン ト と し てログオンする場

合に、 変更を適用するにはロ

グオフ し再度ログオンする必

要があ り ます。

MessageStats コ ン ソールを実行するのに使用されるサービスアカウ

ン ト および / またはアカウン ト は、 別のセキュ リ テ ィ コ ンテキス ト

を偽装するためにオペレーテ ィ ングシステムの一部と し て 「動作」

する権限が必要です。

さ らに、 [ サーバー プロパテ ィ ] タ ブで指定したユーザーアカウン

ト は MessageStats サーバーの管理者グループのメ ンバである必要

があ り ます。

MessageStats は

Microsoft Operations 

Manager OnePoint データ

ベースから メールボッ

クスス ト ア可用能デー

タ を収集する こ とがで

きるよ う にな り ます

MessageStats が Microsoft 

Office Manager が Exchange

サーバーで収集し た メ ール

ボ ッ クスス ト ア可用データ を

収集するためには、

MessageStats サービスアカウ

ン ト が MessageStats への十

分な権限を持っている必要が

あ り ます。

MessageStats サービスアカウン ト は OnePoint ユーザーのメ ンバで

ある必要があ り ます。

Quest MessageStats が

特定のメ ールボ ッ クス

から コ ンテンツ と添付

フ ァ イル情報を収集で

きるよ う にな り ます。

注意 :  パブ リ ッ ク フ ォ

ルダのコ ンテンツ と添

付フ ァ イルを収集する

には、 パブ リ ッ ク フ ォ

ルダへのアクセス権限

が必要です。

コ ンテンツ と添付フ ァ イル情

報を収集する MessageStats

に対し て、 各コ ンテンツおよ

び添付フ ァ イル収集タ スクに

指定されたアカウン ト 資格情

報が十分な権限を持っている

必要があ り ます。

デフ ォル ト では、 メ ールボッ

クスコ ンテンツ うのアクセス

権限は拒否されます。 コ ンテ

ンツおよび添付フ ァ イル情報

を収集する メ ールボッ クスに

関連する各 Active Directory オ

ブジ ェ ク ト に追加アクセス権

限を追加する必要があ り ます。

Exchange 5.5 サーバーの場合 :

アカウン ト は、 [ サイ ト ] ノ ー ド と [ 構成 ] ノ ー ドのサービスアカウ

ン ト 管理アクセス許可を持っている必要があ り ます。

Exchange 2000、 2003、 または 2007 環境の場合 :

アカウン ト は、 接続と ア タ ッ チ メ ン ト 情報を収集する特定のメ ール

ボ ッ クスまたはすべてのメ ールボ ッ クスにフル メ ールボ ッ クス ア

クセスを持っている必要があ り ます。 

様々な Exchange サーバーに対する権限を与える方法については、

次のセクシ ョ ンを参照し て く だ さい。
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Exchange 2000 または 2003 サーバーのメ ールボ ッ クスへのアクセス権を与える

Active Directory ユーザーと コ ンピ ュータ (ADUC) を使用し て、1 つのメ ールボ ッ クスに対する フル メ ールボ ッ クス ア

クセス権を付与できます。 また、 Exchange システム マネージャ (ESM) を使用し て、 すべてのメ ールボ ッ クスに対す

るアクセス権を付与できます。 Exchange 2000 または Exchange 2003 サーバーのメ ールボ ッ クスに対する フル メ ール

ボ ッ クス アクセス権を与えるには、 次のステ ッ プに従います。

ADUC を使用し て 1 つのメ ールボ ッ クスに対する フル メ ールボ ッ クス アクセス権を与えるには

1. ADUC MMC スナ ッ プイ ン ( コ ン ソール ) を開きます。 

2. 収集する メ ールボ ッ クスに関連する Active Directory オブジ ェ ク ト のユーザーまたはグループプロパテ ィ
を開きます。

3. [Exchange の詳細設定 ] タ ブを選択し、 [ メ ールボ ッ クスの権利 ] を ク リ ッ ク し ます。

4. [ 許可 ] ダイアログボ ッ クスで [ 詳細設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

5. コ ンテンツ と ア タ ッ チ メ ン ト の収集に使用されるアカウン ト にフル メ ールボ ッ クス アクセス権 を追加し
ます。

ESM を使用し てすべてのメ ールボ ッ クスに対する フル メ ールボ ッ クス アクセス権を与えるには

1. Exchange システム管理を使用し て Exchange サーバーのプロパテ ィ を開きます。

2. [ セキュ リ テ ィ ] タ ブを選択し ます。

3. コ ンテンツ と ア タ ッ チ メ ン ト 収集に使用されるアカウン ト に送信者権限と受信者権限を与えます。

Exchange 2007 サーバーのメ ールボ ッ クスへのアクセス権を与える

PowerShell cmdlets を使用し て Exchange 2007 サーバーのメ ールボ ッ クスに対する フル メ ールボ ッ クス アクセス権を

与えるには、 次のステ ッ プに従います。 必要なアクセス権限を追加する 2 つの方法があ り ます。

PowerShell を使用し て特定のメ ールボ ッ クスに対する フル メ ールボ ッ クス アクセス権を与えるには

1. Windows PowerShell を開きます。 

2. Windows PowerShell で Add-MailboxPermission コマン ド を実行し ます。 

例えば、 メ ールボ ッ クスが “My Mailbox” とい う名前で、 アカウン ト が “Trusted User” とい う名前の場合
は、 コマン ドは次のよ う にな り ます : 

Add-MailboxPermission “My Mailbox” -User “Trusted User” -AccessRights FullAccess

PowerShell を使用し てすべてのメ ールボ ッ クスに対する フル メ ールボ ッ クス アクセス権を与えるには

1. Windows PowerShell を開きます。 

2. Windows PowerShell で Add-ADPermission コマン ド使用して、 「送信者」 権限と 「受信者」 権限を与えます。 

例えば、 サーバーが “MyServer” とい う名前で、 アカウン ト が “Trusted User” とい う名前の場合は、 コ
マン ドは次のよ う にな り ます : 

Get-MailboxServer MyServer | Add-ADPermission -User “Trusted User” -ExtendedRights Send-As

Get-MailboxServer MyServer | Add-ADPermission -User “Trusted User” -ExtendedRights Receive-As
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Quest MessageStats の起動

MessageStats を イ ンス ト ールする前に、 最小必要条件を確認し て一致し ている こ と を確認し ます。 詳し く は、

「最小システム必要条件」 (14 ページ )。 これらの必要条件を満た し ていない場合は、 MessageStats は機能し ません。

MessageStats のイ ンス ト ール処理は、 ア ッ プグレー ドの手順とは異な り ます。 状況に合った手順に従う よ う にし て

く ださい。

MessageStats のイ ンス ト ールについて

MessageStats コ ン ソールを イ ンス ト ールする場合に、 MessageStats Database Server (SQL 2000, SQL 2005、 または 

MSDE) と IIS 5.0 サーバーがコ ン ソールを イ ンス ト ールする コ ンピ ュータに存在する必要があ り ます。 カス タムイ ンス

ト ールを実行する場合は、 MessageStats データベースサーバーと MessageStats レポー ト サーバーが同じ コ ンピ ュー

タにないよ う にし て く ださい。

MessageStats では、 次の 3 つのイ ンス ト ールシナリ オが使用できます。

イ ンス ト ール中、 MessageStats イ ンス ト ーラは自動的に次を作成し ます。

イ ンス ト ール 説明

完全 ( 初期設定 ) MessageStats コ ン ソール、 MessageStats データベースサーバー、 および MessageStats レポー

ト Web サイ ト が 1 つのコ ンピ ュータに常駐し ます。 完全イ ンス ト ールオプシ ョ ンを選択する

場合は、 すべてのコ ンピ ュータはローカルのド ラ イブ C にイ ンス ト ールされます。 C ド ラ イ

ブ以外のド ラ イ ブの 1 つのサーバーにすべてのコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールする場合は、

カス タムイ ンス ト ールを実行し ます。

カス タム ( 複数コ ンピ ュータ ) MessageStats コ ン ソールが個別のコ ンピ ュータに常駐し、 別のコ ンピ ュータの MessageStats

レポー ト Web サイ ト と MessageStats データベースサーバーをアクセス し ます。

注意 :  カス タムイ ンス ト ール手順に関し ては、 「MessageStats 管理者ガイ ド」 を参照し て く

だ さ い。

配布 ( 複数コ ンピ ュータ、 複数

イ ンス タ ンス )

MessageStats コ ン ソールの複数のイ ンス タ ンス、 MessageStats データ ベース、 および

MessageStats レポー ト が配布され、 データは領域データベースから メ イ ンの会社データベー

スに複写されます。

注意 :  配布された MessageStats の必要条件の判断やデータベースの複写方法に関し ては、 お

近 く の Quest 営業担当者を通し て Quest Software プロ フ ェ ッ シ ョ ナル サービスにご連絡 く だ

さい。

大規模のエン タープ ラ イズはパフ ォーマンス と拡張性を強化するためにカス タムイ ンス ト ールで MessageStats を実行

する こ と をお勧めし ます。 組織に適切なイ ンス ト ールシナ リ オを決定する場合のご質問は、 Quest Software 専門サー

ビスに連絡し て く だ さい。

項目 説明

5 つのローカルグループ Quest MessageStats 管理者

Quest MessageStats Web 

Web レポー ト 管理者

Web レポー ト 作成者

Web レポー ト ユーザー
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完全イ ンス ト ールの実行

[ イ ンス ト ールを終了 ] を選択する場合は、 MessageStats データベース、 MessageStats レポー ト 、 および

MessageStats コ ン ソールが 1 つのコ ンピ ュータにイ ンス ト ールされます。 この構成は大規模な組織や多数のフ ァ イ

ルがコ ピーおよび処理されるシナ リ オには適切でないかも しれません。

次の図は、 完全イ ンス ト ールを説明し ています。

MessageStats の完全イ ンス ト ールを実行するには

1. ローカル管理特権を使用し てシステムにログオン し ます。

ローカル管理者アカウン ト はローカル管理者グループやド メ イ ン管理者グループのメ ンバである必要があ
り ます。

2. MessageStats CD の autorun.exe フ ァ イルをダブルク リ ッ ク し て、 [ イ ンス ト ール ] タ ブを選択し ます。

3. Quest MessageStats を ク リ ッ ク し、 言語を選択し てから [OK] を ク リ ッ ク し ます。

4. [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

1 つのデータベースユーザー 

(SQL Server ログイ ン )

MessageStats 管理者ローカルグループ

MessageStats Web ローカルグループ 

注意 :  これら ログイ ンはデータベースのア クセスを許可するセキュ リ テ ィ コ ンテキス ト 要素

に関連し ます。

1 つのデータベースロール MessageStats_ 管理者ロール

MessageStats_Web ロール 

完全イ ンス ト ールオプシ ョ ンを使用し てローカルのド ラ イブ C にのみ MessageStats を イ ンス ト ールする こ とができ

ます。 ド ラ イブ C 以外のド ラ イブに 1 つのサーバーの 3 つすべてのコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールするには、 カス タ

ムイ ンス ト ールオプシ ョ ンを使用し ます。

項目 説明
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5. ラ イセンス同意書を読んで、 [ 同意し ます ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し て、 [ 次へ ] ボタ ンを有効にし ます。

6. [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て [ イ ンス ト ールの種類を選択し て く ださい ] ダイアログボ ッ クスを表示し ます。

7. [ 完了 ] を ク リ ッ ク し ます。

8. MessageStats データベース と MessageStats レポー ト サーバーが正しいかを確認し ます。

これは完全イ ンス ト ールなので、 これら フ ィ ールドは自動的にローカルコ ンピ ュータ名を表示し ます。

9. [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

10. アプ リ ケーシ ョ ン ログに共有を作成すべきかど うかを指定し て、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

11. デフ ォル ト の Web サイ ト 使用するか、 別の Web サイ ト を特定するかを指定して、 [ 次へ ] をク リ ッ ク し ます。

12. 購読通知と発信者フ ィ ールド に表示される名前を送信するのに使用される メールサーバーを入力し、 [ 次へ ]
を ク リ ッ ク し ます。

13. 該当する場合は、 サービスセ ッ ト ア ッ プウ ィ ン ド ウに次の情報を入力し ます。

14. [ イ ンス ト ール ] を ク リ ッ ク し ます。

15. MessageStats データベースセ ッ ト ア ッ プウ ィ ザー ド に従って操作し ます。

16. 以前に MessageStats 6.0.x を イ ンス ト ールし て既存のタ スクがある場合は、 既存のタ スク を移行するかど
うかを指定する必要があ り ます。 すぐにタ スク移行ツールを開始するか、 キャ ンセルし て後でツールを実
行するかを選択する こ とができます。

MessageStats 6.1 を使用する前に既存のタスク を移行する必要があり ます。 但し タスク移行は、 スケジュー
ラ サーバーの構成と既存のタスクの数によって時間がかかる場合があり ます。 詳し く は、 25 ページの
「MessageStats 6.0.x からの移行」 を参照して く ださい。

17. [ 終了 ] を ク リ ッ ク し てイ ンス ト ールを完了し、 イ ンス ト ーラ を終了し ます。

- または -

[ 説明フ ァ イルの表示 ] を ク リ ッ ク し て、 現在のリ リースのリ リース ノ ー ト フ ァ イルを参照し ます。

イ ンス ト ーラで説明構成を完了し ない場合は、 [ フ ァ イルのコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン ボタ ン ] | [ サブスク リ プシ ョ ン ]

機能を使用し て MessageStats レポー ト コ ンポーネン ト に電子メ ールと発信者を定義する こ とができます。

イ ン ターフ ェ イスの要素 説明

ユーザー名 ローカルコ ンピ ュータにログオンするユーザー名を表示し ます。 このフ ィ ール

ドはド メ イ ン \ ユーザー名形式を必要と し ます。

パスワー ド ユーザー名に対応するパスワー ド を入力するよ う に要求されます。

ユーザー名の認証 パスワー ド とユーザー名を認証する必要がある こ と を表し ます。

MessageStats データ ベースセ ッ ト ア ッ プウ ィ ザー ドの操作方法に関し ては、 「MessageStats データベースをセ ッ ト

ア ッ プするには」 (23 ページ )。
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18. MessageStats を 24 ページの手順に従って登録し ます。

MessageStats データベースのイ ンス ト ール

MessageStats database を イ ンス ト ールする場合に、 MessageStats は自動的に Windows NT 認証を使用するデータベー

スを構成し ます。 現在、 SQL Server 認証オプシ ョ ンはイ ンス ト ール中は利用できません。 データベースをアクセスす

るのに SQL Server 認証を使用する場合は、 Quest Software 技術サポー ト に連絡し て く ださい。 

MessageStats データベースを正常にイ ンス ト ールするために、 SQL Server のデータベース作成と メ ンテナンス権限を

持っている必要があ り ます。

MessageStats データベースをセ ッ ト ア ッ プするには

1. MessageStats データベースセ ッ ト ア ッ プウ ィ ザー ドの用こそページを読んで、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て く
ださい。

2. データベース構成設定画面に次の情報を入力し ます。

3. [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

[ 以前のビルド を移行 ] ボ ッ クスを選択解除し て [ 詳細情報 ] オプシ ョ ンを選択し ている場合は、手順 4 へ
進んで く ださい。

[ 以前のビルド を移動 ] ボ ッ クスを選択し た場合は、 手順 5 に進みます。

4. データベース フ ァ イル設定と ログ フ ァ イル設定のタ ブを使用し て適切なデータベース サイズ設定ログ 
フ ァ イル サイズを選択し ます。 

これらのタ ブをデータベースのパス、 サイズ、 および増加率パラ メ ータ を設定するのに使用する こ とがで
きます。 ログ フ ァ イルと増加率パラ メ ータ を定義する こ と もできます。

5. [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

6. [ 選択し たオプシ ョ ンの概要 ] 画面を確認し、 [ 開始 ] を ク リ ッ ク し ます。

MessageStats はイ ンス ト ールウ ィ ザー ド内から自動的にデータベースセ ッ ト ア ッ プウ ィ ザー ド を起動し ます。 既存の

MessageStats 5.x データベースがある場合は、 イ ンス ト ーラはデータベースを上書きするよ う に要求し ます。 

イ ンス ト ール処理中にデータベースウ ィ ザー ド をキャ ンセルする と、 イ ンス ト ーラはデータベースを更新し ません。 

MessageStats を正し く 機能させるには、 データ ベースは MessageStats コ ン ソールと同じバージ ョ ンである必要があ り

ます。

要素 説明

[MSDE/SQL サーバー ] MessageStats データベースサーバーの場所を表し ます。 このフ ィ ールドはローカル

サーバーの既定値にな り、 場所を変更する こ とができません。

[ データベース名 ] 追跡ログと メ ールボ ッ クス統計データ を保存するデータベースの名前を表し ます。

このフ ィ ールドは読み取り専用です。

[ 以前のビルド を移動 ] 既存のデータベースを更新するかど うかを決定し ます。

詳細情報 既存のデータベースを更新し ない場合は、 詳細情報のチ ェ ッ クボ ッ クスを選択する

こ とができます。 このオプシ ョ ンによ って、 データベースおよびログのフ ァ イルサイ

ズと増加率パラ メ ータ を構成する こ とができます。

• [ 詳細情報 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、データベースフ ァ イル / ログ設定画

面に表示されます。

• [ 詳細情報 ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択解除し て [ 次へ ] を ク リ ッ クする と、データ

ベースサマ リ ー画面が表示されます。
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7. イ ンス ト ールの結果を確認し ます。

データベースの更新と移行が正常に終了し なかった場合は、 MessageStats は自動的にデータベースの前の
バージ ョ ンにロールバッ ク し ます。 MessageStats データベース と MessageStats 製品を正し く 動作させる
には同じバージ ョ ンである必要があ り ます。

8. [ 完了 ] を ク リ ッ ク し て終了し ます。

ウ ィ ザー ドの最後のページで確認する イ ンス ト ール結果は、 [ 完了 ] を ク リ ッ クする と Qinstaller.log に追加
されます。

MessageStats ラ イセンス

MessageStats を起動および使用する前に、 ラ イセンス情報を完了する必要があり ます。 Quest Software サポー ト はア

クテ ィ ベーシ ョ ンキーと一緒に供給されます。 アク テ ィ ベーシ ョ ンキーがない場合は、 MessageStats を起動および

使用する こ とができません。 イ ンス ト ールまたはア ッ プデー ト を開始する前にアク テ ィ ベーシ ョ ンキーがあるか確認

し て く ださい。

MessageStats のラ イセンスを入手するには

1. ラ イセンスフ ァ イル (xxx-xxxx.asc) を MessageStats コ ン ソールがイ ンス ト ールされている コ ンピ ュータの
デスク ト ッ プや別の便利な場所にコ ピーし ます。

2. MessageStats コ ン ソールを起動し ます。

3. MessageStats サーバーに接続し ます。

複数の MessageStats サーバーがある場合は、 各サーバーに対し て手順 4 ～ 6 を実行し ます。

4. サーバーのノ ー ド で右ク リ ッ ク し、 [ ラ イセンス ] を ク リ ッ ク し ます。

• ト ラ イアルラ イセンスがイ ンス ト ールされていない場合は、 [ ラ イセンスを追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

• ト ラ イアルラ イセンスがイ ンス ト ールされている場合は、 [ ラ イセンスを更新 ] を ク リ ッ ク し ます。

5. 手順 1 でコ ピーし たラ イセンスフ ァ イルを検索し ます。

6. ラ イセンスを選択し、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

MessageStats のア ッ プグレー ド

MessageStats 6.1 はリ リース 5.x からのア ッ プグレー ドパスをサポー ト し ません。 必ず、 旧バージ ョ ンの

MessageStats を削除し てバージ ョ ン 6.1 を イ ンス ト ールし て く だ さい。 MessageStats は、 5.x の MessageStats データ

ベースから新しい MessageStats データベースにすべてのデータベースコ ンテンツを移行し ます。

5.x から 6.x にカス タムイ ンス ト ールをア ッ プグレー ド するには

1. [ プログラムの追加と削除 ] を使用し て古いコ ンポーネン ト をアンイ ンス ト ールし ます。

2. MessageStats 管理者ガイ ド  の Quest MessageStats のイ ンス ト ール オプシ ョ ンの章で説明されている手順
を使用し て新しいコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールし て く だ さい。

MessageStats は、 リ リース 6.0.x から リ リース 6.1 へのア ッ プグレー ド をサポー ト し ています。 この場合は、 旧バー

ジ ョ ンをアン イ ンス ト ールする必要はあ り ません。 MessageStats 6.1 を イ ンス ト ールするだけで、 自動的に

MessageStats 6.0.x はア ッ プグレー ド されます。 リ リース 6.1 のタ スク管理の改善によ って、 既存のタ スク を移行する

必要があ り ます。 MessageStats のイ ンス ト ールが終了する と、 タ スク移行を開始するよ う に要求されます。 詳し く は、

25 ページの 「MessageStats 6.0.x からの移行」 を参照し て く だ さい。

以前に MessageStats 6.0.x を イ ンス ト ールし て既存のタ スクがある場合は、 既存のタ スク を移行するかど うかを指定

する必要があ り ます。 データベースのイ ンス ト ールが正常に終了し ない場合は、 タ スクの移行を行わないで く だ さい。
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MessageStats 5.x からの移行

MessageStats 6.1 を イ ンス ト ールする と、 統合された移行ウ ィ ザー ドが自動的に MessageStats 5.x 構成の設定を移行

し て、 MessageStats 5.x 収集動作を配置し構成し ます。 移行後次のよ う にな り ます。

• 領域に基づいているすべての 5.x タ スクは、領域を形成し ているサイ ト / 管理グループおよびサーバーに基

づ く よ う にな り ます。

• 既存のサイ ト / 管理グループ とサーバーの一般的な収集操作は新しいデフ ォル ト 収集タ スクの一部にな り

ます。

• 既存のサイ ト / 管理グループ とサーバーパブ リ ッ ク フ ォルダの収集操作は新しいパブ リ ッ ク フ ォルダ タ ス

クの一部にな り ます。

複雑な MessageStats イ ンス ト ールシナ リ オの大規模の組織の収集動作に関し て質問がある場合は、 Quest 専門サー

ビスに連絡し て く ださい。 お近 く の Quest 営業担当者を通し てプロ フ ェ ッ シ ョ ナル サービスに連絡し て く ださい。

MessageStats 5.x 収集動作を移行する場合は、 次のこ とに注意し て く だ さい。

• MessageStats は組織と資格情報のそれぞれ独自の設定するための 1 つのタ スク を作成し ます。

• MessageStats 5.x リ モー ト タ スク実行サーバーの設定は移行されません。 すべての収集タ スクは中央

MessageStats サーバーに配置されます。 

• すべてのデフ ォル ト スケジュールは 00:15 UTC 時に毎日実行する こ とから リ セ ッ ト され、 すべてのパブ

リ ッ ク フ ォルダ タ スクはこれらの 5.x 設定に応じ て実行するよ う に設定されます。

• 移行されたタ スクの名前付けの規則には次が含まれます。 タ スクの目的、 自動または対話型、 関連する

Exchange 組織の名前、 およびタ スクの資格情報 ( それあがそれらが全般のデフ ォル ト から異なる場合 )。

MessageStats 6.0.x からの移行

リ リース 6.1 のタ スク管理の改善によ って、 MessageStats 6.0.x の既存のタ スク を移行する必要があり ます。 イ ンス

ト ール中に、 タ スク移行を開始するよ う に要求されます。 

MessageStats スケジューラ サービスの構成と移行する必要がある既存のタ スク数によ って、 タ スクの移行の処理時

間が数時間になる場合もあ り ます。 イ ンス ト ール処理中にタ スクの移行をキャ ンセルし て、 後で別の時に実行する こ

と もできます。 

既存のタ スクが移行されるまで MessageStats 6.1 を使用する こ とができません。

タ スク移行ツールを別に実行するには

• MessageStats コ ン ソールを イ ンス ト ールする コ ンピ ュータ で、 C:\Program Files\Quest 

Software\MessageStats から MigrateTasks.exe ツールを実行し ます。

タ スク移行の進行状況は、 フ ァ イルが移行されながら表示されます。

データベースのイ ンス ト ールが正常に終了し ない場合は、 タ スクの移行を行わないで く だ さい。
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タ スク移行ツールの動作

MigrateTasks.exe ツールが実行する と、 次のタ スクが実行されます。

• MessageStats スケジュール サービスに接続し て、 データベースの位置を決定し ます。

• タ スクが現在実行し ていないこ と を確認し ます。 スケジューラー サービスがタ スク を実行する場合に、

ツールは 1 分間待って再試行し ます。 スケジューラー サービスが 60 分間連続し て タ スク を実行する場合
は、 タ スク移行ツールを起動できません。

• 停止し てスケジューラー サービス無効にし ます。

• タ スク ス ト レージ と タ スク イ ンス タ ン ト  ス ト レージに接続し ます。

• タ スク と タ スク イ ンス タ ンスをデータベースに移行し ます。

• 次の名前の圧縮フ ァ イルのタ スク と タ スク インス タ ンスをアーカ イブ し ます : 

tasksarchiveYYYYMMDDHHMMSS.zip。 デフ ォル ト では、 フ ァ イルは C:/ Program Files/Quest 
Software/MessageStats/tasks のパスに置かれます。

• MessageStats タ スク フ ォルダから処理済みタ スク イ ンス タ ンス フ ァ イルを削除し ます。

• MessageStats スケジューラ サービスを有効にし て再起動し ます。

ト ラ ブルシューテ ィ ング

次のエラー状況がタ スクの移行中に報告されます。

タ スク移行が突然停止し た場合は、 Quest MessageStats スケジューラー サービスは無効な状態のままにな り ます。 こ

の場合には、 スケジューラー サービスを有効すればタ スク移行を再起動する こ とができます。

Quest MessageStats の実行

MessageStats コ ン ソールを [ 開始 ] | [ プログラム ] | [Quest Software] | [Quest MessageStats] | [MessageStats] を使用し

て起動する場合は、 Quest MessageStats は MessageStats データベース接続が存在するかを確認し ます。 接続が存在

する場合は、 MessageStats コ ン ソールは自動的に既存の構成設定を読み込みます。 接続が存在し ない場合は、 データ

ベース接続を構築する必要があ り ます。

Quest MessageStats を起動するには

• [ 開始 ] | [ プログラム ] | [Quest Software] | [Quest MessageStats] | [MessageStats] の順で選択し ます。

エラー メ ッ セージ 意味

タ スクの移行の問題

タ スク イ ンス タ ンスの移行の問題

タ スク イ ンス タ ンスのア ッ プデー ト で発生する状態の問題

MessageStats タ スク フ ォルダのタ スク フ ァ イルを削除し た

場合にこれら メ ッ セージが表示されます。 タ スクの移行は続

行し ますがタ スク ド キュ メ ン ト の付属に関連し て発生する状

態は不正確にな り ます。

タ スクのプロパテ ィ  X の移行の問題

タ スク イ ンス タ ンスのプロパテ ィ  X の移行の問題

タ スク イ ンス タ ンスのア ッ プデー ト 状態の問題

タ スク イ ンス タ ンスのア ッ プデー ト 処理の問題

これらエラーは、 タ スク ド キュ メ ン ト にエラーがある場合、

またあ ｈ データベース イ ンス ト ール中にエラーが合った場

合に表示されます。 タ スク移行は問題のある情報に対し て機

能し ないで続行し ます。
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MessageStats の削除

コ ンピ ュータから完全 MessageStats イ ンス ト ールを削除するには

1. [ 開始 ] | [ 設定 ] | [ コ ン ト ロール パネル ] | [ アプ リ ケーシ ョ ンの追加と削除 ] を選択し ます。

2. プログラムリ ス ト から Quest MessageStats を選択し、 [ 削除 (R)] を ク リ ッ ク し ます。

3. MessageStats を削除するかを確認し ます。

MessageStats の使用

MessageStats を イ ンス ト ールし た後、 Exchange サーバーから情報を収集する こ とができます。 MessageStats は、 複

雑な Exchange 環境多数の複合実装をサポー ト し ます。 但し最も基本的なレベルで、 MessageStats は次の 3 つの基本

手順があ り ます。

サービスまたは MessageStats レポー ト Web サイ ト サポー ト フ ァ イルを削除する コ ンピ ュータ を再起動するよ う に要

求される場合があ り ます。

ステ ッ プ 説明

Exchange 組織への接続 MessageStats は、 追跡ログと Exchange 情報を収集する MessageStats の入力ポイ ン ト

と し て動作する Exchange サーバーを自動的に検出し ます。

別のサーバーを識別するには

1. ツ リービ ューで [Exchange 組織 ] ノ ー ド を選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク し て [ 接続 ] を選択し ます。

3. ローカル Exchange サーバー名を入力し、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

収集タ スクの構成 タ スクは収集する情報と収集する時間を定義し ます。

最初の収集タ スク を作成するには

1. 列挙する Exchange 組織、 オブジ ェ ク ト 、 またはコ ンテナを含むフ ォルダを選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク し て [ タ スク を作成 ] を選択し ます。

3. [ 初期設定収集 ] を選択し ます。

4. 残りのウ ィ ザー ド ページを通し て [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

タ スク進行状況の表示 構成された タ スクの進行状況を表示する こ とができます。 この手順は必須ではあ り ま

せん。

ジ ョ ブの進行状況を表示するには、 ツ リービ ューから [ タ スク ] ノ ー ド を ク リ ッ ク し て

タ スク を選択し ます。

その収集に基づいてレポー ト を表示

し ます

Web ベースの MessageStats レポー ト イ ン ターフ ェ イスを使用し て、 作成し た収集タ ス

クに基づいてレポー ト を表示し ます。

完了し た収集タ スクに基づいているレポー ト を表示するには

• ツ リービューから [MessageStats レポー ト ] ノード を選択し、レポー ト を選択し ます。

- または -

[ 開始 ] | [ プログラム ] | [Quest Software] | [Quest MessageStats] | [MessageStats]

の順でク リ ッ ク し ます。
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段階的な説明

MessageStats には次の 2 つのメ イ ン機能があり ます。 追跡ログと その他 Exchange 情報のイ ンポー ト と イ ンポー ト さ

れたデータに基づいている適切なレポー ト の作成。 この段階毎の説明で、 MessageStats の最も一般的な使用方法を

を理解し ます。

タ スクの構成

タ スクは追跡ログと Exchange ソース収集される情報と収集が繰り返される間隔を定義し ます。 Exchange オブジ ェ ク ト

やコ ンテナ ノ ード を選択し、 選択したオブジ ェ ク ト に基づいたタ スク を作成し て タ スク を作成する こ とができます。

MessageStats は、 広範囲で長い収集時間を防ぐために大きなパブ リ ッ ク フ ォルダ と配布リ ス ト 収集のい く つかを無効

ににする [ 初期設定収集 ] オプシ ョ ン も提供し ます。 これらの収集を有効にするか新しいタ スク を作成し て残り ノ収

集を含むこ とができます。

最初の収集タ スク を作成するには

1. 列挙される Exchange 組織を含むフ ォルダを選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク し て [ タ スク を作成 ] を選択し ます。

3. [ 初期設定収集 ] を選択し ます。

4. [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

追加の収集タ スク を作成するには

1. Exchange オブジ ェ ク ト を含むフ ォルダ、 またはタ スクの基本と し て使用する コ ンテナを選択し ます。

2. 右ク リ ッ ク し て [ タ スク を作成 ] を選択し ます。

3. タ スクテンプレー ト を選択し ます。

4. すべての追加タ スク構成を完成し ます。

5. [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

MessageStats レポー ト を使用する

MessageStats レポー ト は、 MessageStats から収集するデータ を使用し てレポー ト を表示し ます。 MessageStats レ

ポー ト を使用し て再構成し たレポー ト を表示し た り、 新しいレポー ト を作成する こ とができます。

MessageStats レポー ト を表示するには

1. [ 開始 ] | [ プログラム ] | [Quest Software] | [MessageStats] | [MessageStats レポー ト ] の順で選択し ます。

- または -

[MessageStats レポー ト ] ノ ー ド を MessageStats コ ン ソールで選択し ます。

2. 利用可能な リ ス ト から表示するレポー ト を ク リ ッ ク し ます。

中国語、 日本語、 または韓国語文字を含むレポー ト を作成する場合は、 MessageStats レポー ト をホス ト し ている コ ン

ピ ュータに東アジア言語パッ ク を イ ンス ト ールする必要があ り ます。 これらのレポー ト を表示するのに使用される コ

ンピ ュータにも言語パッ ク を イ ンス ト ールする必要があ り ます。
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付録 A: Microsoft.NET 構成の問題点

い く つかの Microsoft 環境で、 MessageStats が正しい情報のレポー ト が作成できない Microsoft.NET を伴 う構成の不具

合が発生する可能性があ り ます。 エラーは、 Microsoft.NET Framework バージ ョ ン 1.1 または 2.0 は MessageStats レ

ポー ト をホス ト する IIS サーバーにイ ンス ト ールする必要があ り、 Microsoft ASP.NET を MessageStats レポー ト を含

む仮想デ ィ レ ク ト リ で有効にする必要がある こ と を示し ています。

Microsoft.NET Framework バージ ョ ン 1.1 または 2.0 がインス ト ールされていて、 ASP.NET が有効になっている場合は、

ASP.NET の IIS マ ッ ピングを修復する必要があり ます。 次の手順は、 Microsoft サポー ト 技術情報 306005 に基づいてい

ます。 Microsoft ASP.NET を構成する手順を使用して く ださい。

ASP.NET の構成マ ッ ピングを修復するには

1. Aspnet_regiis.exe ユーテ ィ リ テ ィ を次の手順で実行し ます。

• [ 開始 ] を ク リ ッ ク し、 [ 実行 ] を ク リ ッ ク し ます。

• [ 開 く ] テキス ト ボ ッ クスにコマン ド を入力し、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

• コ マン ド プロンプ ト で次を入力し ます。

"%windir%\Microsoft.NET\Framework\version\aspnet_regiis.exe" -i

• [OK] を ク リ ッ ク し ます。

2. ASP.NET 2.0 のマ ッ ピングを構成する場合は、 ステ ッ プ 4 に移動し ます。

- または -

ASP.NET 1.1 のマ ッ ピングを構成する場合は、 ステ ッ プ 3 に移動し ます。

3. Aspnet_isapi.dll を次の手順で登録し ます。

• [ 開始 ] を ク リ ッ ク し、 [ 実行 ] を ク リ ッ ク し ます。

• [ 開 く ] テキス ト ボ ッ クスで、 次を入力し ます。

regsvr32 %windir%\Microsoft.NET\Framework\version\aspnet_isapi.dll

• [OK] を ク リ ッ ク し ます。

4. IIS サービスを次の手順で再起動し ます。

• [ 開始 ] を ク リ ッ ク し、 [ 実行 ] を ク リ ッ ク し ます。

• [ 開 く ] テキス ト ボ ッ クスに iisreset と入力し て、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

エラー メ ッ セージがそれでも表示され、 ホス ト の IIS サーバーが Windows 2000 ド メ イ ン コ ン ト ローラである場合は、

Microsoft サポー ト 技術情報の ID:824308 を参照し て く ださい。

<http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;824308>

このパスで、 バージ ョ ンはサーバーにイ ンス ト ールされている .NET Framework デ ィ レ ク ト リバージ ョ ンを表

し ます。 例のプレースホルダを実際のバージ ョ ン番号で置き換えます。

Regsvr32 が登録の結果を返し ます。
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64 ビ ッ ト オペレーテ ィ ングシステムでのレポー ト の実行

MessageStats レポー ト は 64 ビ ッ ト オペレーテ ィ ングシステムにイ ンス ト ールする こ とができますが、 MessageStats 

レポー ト  が正し く 動作するよ う に IIS を構成する必要があ り ます。

64 ビ ッ ト オペレーテ ィ ングシステムで、 32 ビ ッ ト モード で実行するよ う に IIS を構成する必要があり ます。 ASP.NET 1.1 

または ASP.NET 2.0 のいずれかの 32 ビ ッ ト バージ ョ ンを実行するよ う に IIS を構成する方法に関しては、 Microsoft サ

ポー ト 技術情報 894435 (http://support.microsoft.com/?id=894435) を参照して く ださい。

この手順は、 同じ IIS Web サーバーにイ ンス ト ールされたその他 Web アプ リ ケーシ ョ ン との互換性の不具合が発生す

るは可能性があ り ますので、 その他の Web アプ リ ケーシ ョ ンな し で MessageStats レポー ト  のみがサーバーで起動す

るよ う にお勧めし ます。

32 ビ ッ ト モー ド で実行するよ う に IIS を再構成するのと同じサーバーにイ ンス ト ールされているその他 Web アプ リ

ケーシ ョ ン との互換性の不具合が発生する場合があ り ます。 特に 32 ビ ッ ト モー ド で実行するよ う に IIS を再構成する

と、 SQL Server 2005 Web Services との互換性の不具合が発生し ます。 Quest は、 64 ビ ッ ト オペレーテ ィ ングシステム

に MessageStats レポー ト を イ ンス ト ールする こ と をお勧めし ません。
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